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近年，フェルダジルラジカルを用いた強磁性鎖ベースの梯子鎖が複数合成されて

おり，様々な特異な相図が得られている  [1]．我々はこれまでに，3-Br-4-F-V にお

いては臨界磁場近傍の三次元秩序相境界がマグノンの三次元ボースアインシュタ

イン凝縮  (BEC) の量子臨界性に従うことを報告した  [2]．また，3-I-Vにおいては，

理論的に提唱されている擬一次元的な BEC [3] に由来すると考えられる，磁場に線

形な相境界が得られたことを報告した [4]． 

今回は， 3-I-V と同様に足方向の強磁性的相互作用が強い  (strong-leg 型 ) 

3-Cl-4-F-V [5] について，飽和磁場近傍の相境界の量子臨界性を報告する．図に示

したのは，磁化の温度依存性測

定から得られた飽和磁場近傍

の三次元秩序相境界である．

3-I-V と同様に 1 K 以下でよい

線形性を示しており，この振る

舞いが strong-leg 型に普遍的

なものであることを示唆して

いる．すなわち，強磁性鎖に由

来する擬一次元的な BEC を支

持する結果である．一方，比熱

測定では先行研究  [5] から二

段転移を示すことが知られて

おり，今回はその相境界も詳細

に調べた．当日はこの二段転移

の相境界と臨界性の関係も議

論する予定である．   
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図：磁化の温度依存性より得られた 3-Cl-4-F-V

の飽和磁場近傍の三次元秩序相境界．約 1 K 以

下で磁場に線形な振る舞いが見られた．  


